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・園庭での体力活動や季
節を感じられる園児の制
作物等にも力を入れてい
る。
・特別な支援を必要とさ
れる園児に丁寧な個別的
なかかわりをされてい
る。
・園長・副園長がリー
ダーシップをとり、職員
と共に目標に向かって積
極的に取り組んでいる。
・行事や保育内容は、地
域とのふれあいや体験活
動に重きを置いたものが
多く、豊かな感性が育ち
良い経験であると思う。

・コロナで行事等がなくなっていく中で、子どもたちに様々な実体験ができるように、工夫しながら取り組まれている姿を見てきました。
地域の方とのつながりを大切に、今も尚、豊かな体験活動を取り入れておられます。協力していただいている地域の方の高齢化や
保護者の就労に伴い、今後更に園への関りが今まで通りにはいかなくなってくると思われるので、新しい形での活動が必要になって
くるのではと感じています。中学校の部活動が外部のクラブチーム等へ移行の動きがあるように、外部から活動の助けになるような
ものがあれば、園の負担が軽減されるのではと思いました。子どもたちのこの豊かな体験が減らないようにお願いしたいと思います。

その他の園に関する意見

・地域と連携し、米作
り、サツマイモ作りなど
を行い、収穫したものを
食するまでを一環して実
施されている。また、地
域と連携して交通安全に
も配慮している。
・職員の資質向上と、
園・保護者との連携に努
め、園の情報発信に積極
的に取組んでいる。
・園前のスクールゾーン
での交通事情において、
見守りや啓発活動を行っ
ていただいているが、通
行車が後を絶たず安全面
に不安がある。

・様々な園児や家庭状況
の中、園では最善を尽く
されている。少子化の
中、行政の手厚い支援体
制が早急に必要である。
（支援員の増員など）
・コドモンでの欠席連絡
等できると良いとの保護
者からの意見を聞いてい
るので、早急に対応して
いただきたい。
・園前のスクールゾーン
において、警察の街頭指
導や交通取り締まりの要
望が必要とされる。
・園でできる対応は、最
善を尽くしておられると
思う。市や各関係機関か
ら力を借りて改善してい
ただけると、更に園が良
くなるのではと思う。

組織運営
研究・研修
危機管理
保健管理
地域との連携
施設・設備
情報管理

・職員が共通理解のも
と、芋ほり、田植え、稲
刈り等、様々な体験を通
して豊かな心と健康な体
を育み、地域と連携して
魅力ある園づくりに取り
組んでいる。
・年度初めに地域との交
流の場を持たれており、
より信頼関係の構築・交
流の強化に努めている。
地域もやりがいを感じ、
連携はより強固なものと
なっている。
・欠席連絡等の電話対応
が重なることも多く、つ
ながりにくい時が多いと
の声が聞かれた。
・園前道路の交通規制時
間においては、随時通行
車に啓発されている。
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・子ども園が目指す心豊
かな園児を育てるための
楽しい園づくりを今後も
職員一丸となってお願い
したい。
・少子化で園児数も減少
している中で、支援を必
要とされているお子さん
は逆に増えている。より
一層の行政の支援が必要
とされる。
・1クラスの人数が多い
のが気になった。支援の
必要なお子さんに行き届
いた支援ができるよう
に、園の先生の要望で人
員配置できると、双方に
負担がなくなるのではと
思う。

・園児の制作物等は自然
物を主体とし、地域と連
携してどんぐりなどを集
めたりして、自然物と触
れ合いながら製作を楽し
んでいる。
・職員の目標意識が高
く、作品展では豊かな表
現力の向上に努めてい
る。
・園での作物栽培や収穫
物を使っての焼き芋大会
など食育の向上を行い、
体験活動をとりいれ楽し
い園作りに取り組んでい
る。
・職員全員でサポートし
合い、良い空気を作られ
ていると感じる。
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教育・保育目標
教育・保育計画
教育・保育内容/指導
人権教育
特別支援教育
園行事

平城こども園


